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ロンドン
　エンジェルタウン団地の再生（手法と現況）
　　（Angell Town Estate）

デッキアクセス（廊下型）住棟が連
なる典型的な荒廃団地であった。当
初ランベス区が団地の再生計画に着
手したものの、住民参加のプロセス
を欠いたことによって、むしろ住民
との対立を生む結果となった。
□再生手法
　エンジェルタウン団地は、以下の
手法を用いて再生された。
・既存住棟の改修手法
1. 伝統的なテラスハウス形式へ
2. 階段室の増築
・団地全体の再生手法
3. 街区型の住棟構成
4. 沿道性の確保
5. 駐車場の配置
6. 住民主導によるプロセス
□再生後の姿
　既存のデッキアクセス住棟のアク
セス型式を根本的に改造し、伝統的
なテラスハウス（街路建築）型式に
転換している。歩行者専用道を歩車
共存道路とし、寂れていた中庭も改
造するなど、コミュニティの環境も
一変させている。このほかにもデッ

□概要
　エンジェルタウン団地は、ロンド
ン南部のランベス区に位置してい
る。60 ～ 70 年代にランベス区に
よって建設された公営住宅団地で
あったが、既存住棟の再生と大部分
の建替えによる再生事業が行われた
団地である。（図 1、2、3）。
□再生前の状況　
　エンジェルタウン団地は、4 層の

図１.エンジェルタウン団地の位置図（GoogleMapに加筆）

図3.エンジェルタウン団地の航空写真（GoogleMap）

キアクセス（廊下型）住棟に２戸に
１つの階段室を増設し、廊下を遮断
する等によって、階段室型住棟に改
造する住棟リニューアルを行ってい
る。新しい住棟は、街区型形式をと
り、多様なデザインで作られている。
事業プロセスでは、居住者グループ
がコミュニティ法人を設立し、自ら
の方法で団地再生に取り組み、コン
サルタント会社に依頼し再生事業を
行った。団地での生活に詳しい住民
と、団地環境改善の専門家の協働は、
住民参加とアーバン・デザインの両
面で大きな成功をもたらした。

図 4. 再生前のデッキアクセス住棟 2）

図 5. 空中廊下を撤去した再生後の住棟 2）

図 7. 直接アクセスに改修した住棟

図 8. 階段室型に改造された住棟 2）

図 2. エンジェルタウン団地の配置図 1）

図 6. アクセス方法の変更 3）
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ロンドン・エンジェルタウン団地の再生 ( 手法と現状 )（Angell Town Estate）

　対比が見られるが、階段室部分が
　調和できていない（図 10）。
○住棟との関係性を持ち、沿道性を
　有する街路を配置している。住棟
　高さと街路幅員の比率が良い（図
　11）。
△新しい住棟では、一部分を凹ませ
　る事でスカイラインに変化を出し
　ているが、構成が単調になってし
　まっている（図 12）。
○駐車の方法を、路上の縦列駐車と
　路外の並列駐車、住棟前のガレー
　ジと多様な駐車形式を採用してお
　り、まち並みに変化を与えている
　（図 13、14、15）。
△住棟前のパーキングコートは、住
　棟と街路に距離を生み、街路への
　監視性を低下させている（図 14）
○南西に位置する団地の入口部分に
　は、特徴的な円弧を描くテラスハ

　ウ

□現状を確認して
○デッキアクセスの上階の廊下を居
　室に改造し、直接アクセスを設け
　て、通りと住棟の関係性を高めて
　いる（図 4、5）。
○住棟のアクセス形式を集中型から
　住戸への直接アクセスへと根本的
　に改造することで、通りへの自然
　な監視を生み出している（図 7）。
△デッキアクセス住棟の 2 戸に 1 つ
　の割合で階段室を増築し、階段室
　型住棟へ転換しているが、階段室
　と既存住棟に調和が見られない
　（図 8）。
△かつてあった空中歩廊を撤去し、
　単独の住棟へ改修しているが、住
　棟の分節などが十分になされてい
　ない（図 9）。
△階段室を増築した住棟と新しい住
　棟が向かい合う通りでは、新旧の

スを配置しており、強い印象を　与
えている（図 16）。
△テラスハウスの中庭は、芝生でき
　れいに整備されていたが、管理者
　が明確ではなく、あまり利用され
　ていなかった（図 17）。
△囲み型の既存住棟は、きれいに使
　用されていたが、中庭空間には専
　用庭等も無く、あまり使われてい
　なかった（図 18）。
注：写真は全て倉知徹撮影
1）The Angell Town site plan (partially incomplete). 
Burrell Foley Fischer LLP
2）佐藤健正氏提供
3）Urban Design Group Case Study Angell Town.pdf

図 9. 空中歩廊撤去後の空間

図 17. テラスハウスへと中庭

図 18. 囲み型の既存住棟と中庭

図 10. 新しい住棟と階段室増築既存住棟

図 12. 住棟の一部を凹ませている住棟 図 16. 団地入口部分のテラスハウス

図 15. 住棟前のガレージ

図 14. 住棟前のパーキングコート

図 13. 縦列路上駐車場と路外駐車場
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図 11. 沿道性を有する街路の配置
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